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■特集　平成22年度決算報告 ３～７Ｐ

■地域福祉計画策定に向けて ８・９Ｐ

■高校再編 10Ｐ

■原子力の安全対策・交通安全 11Ｐ

■福祉のおしらせ／環境など 12・13Ｐ

■ほっとにゅ～す 14・15Ｐ

■人権／みどりいっぱいなど 16・17Ｐ

■市政の動き／座ぶとん会議、市長コラム

18・19Ｐ

■入札／各種催し 20・21Ｐ

■健康 22・23Ｐ

■多文化共生、消費生活相談／文化財 24・25Ｐ

■インフォメーション 26・27Ｐ

■裏表紙　ながはま百景、SMILE 28Ｐ

平成23年12月１日号

長浜きもの大學2011
和楽衣～ワライ・笑～

表紙の写真は、11月19日（土）に中心市街
地一帯で開催された「長浜きもの大學2011」
の一講座、万華鏡教室でのひとコマです。
この長浜きもの大學は、10月の長浜きもの

大園遊会と並び長浜が誇る和装イベントで、
男女問わず、幅広い年齢の人に着物姿で、い
ろいろな講座を楽しんでもらおうと開かれて
いるものです。
今年は、ものづくりから長浜の歴史や文化

を学ぶものまで29の講座が用意されており、
参加者はその中から事前に選んだ２つの講座
を、午前と午後に分けて満喫していました。

今 月 の 表 紙
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会計の区分
地方公共団体の事務は多岐にわたっており、一つの会

計ですべてを処理するのは困難です。
そのため、一般会計と特別会計に区分し、お金の流れを
わかりやすくしています。

一般会計
福祉・教育・道路整備など、地方公共団体がすべき基

本的な事業を経理する会計です。収益をもたらすもので
はないので、主に市税でまかなわれています。
特別会計
特定の事業を行うための会計です。長浜市には、国民

健康保険事業、公共下水道事業など全部で13の特別会計
があります。
企業会計
公営企業の会計です。長浜市では、病院事業、水道事

業、介護老人保健施設事業を企業会計で運営しています。

歳入総額 
657億4,880万円 

前年度比 
16億2,293万円（2.6％）増 

 

歳出総額 
650億5,366万円 

前年度比 
36億4,494万円（6.0％）増 

 

市民１人あたりのサービス 

52万円 
平成23年４月１日現在の人口（125,418人）で算出 

歳入歳出差引算額 
６億9,514万円 

市税184億2,400万円 
皆さんからの市民税（個人・法
人）、固定資産税など 

総務費 
182億3,781万円 
選挙や自治振興、内部管理、各
支所の維持管理にかかるお金 

民生費 
156億3,754万円 
高齢者福祉、しょうがい福祉、
児童福祉、生活保護等にかかる
お金 

公債費 
92億4,528万円 
借金返済のためのお金 

教育費 
76億7,736万円 
学校教育や生涯学習にかかるお金 

衛生費 49億4,270万円 
医療や環境保全にかかるお金 

土木費 33億6,708万円 
道路の維持管理や除雪にかかるお金 

農林水産業費 25億8,489万円 
農業等の振興のためのお金 
消防費 16億9,870万円 消防活動のためのお金 

地方交付税 
176億2,127万円 
人口や税収に応じて国から再配
分されるお金 

諸収入 
47億395万円 
貸付金の元利収入など 

繰越金 27億1,651万円 各種交付金等 
16億1,941万円 

その他 13億6,266万円 

昨年度から繰り越したお金 
繰入金 24億4,853万円 
基金から繰り入れるお金 

国庫支出金 
68億5,916万円 
国が特定の事務事業に対して交
付するお金 

市債 
58億8,710万円 
市の借金 

県支出金 35億8,982万円 
県が特定の事務事業に対して交付するお金 

商工費 13億6,353万円 産業や観光振興のためのお金 

0.4％ 2.5％ 

0.7％ 

市民１人あたりの負担 
14.7万円 

国や県が徴収した税のうち 
市町村に配分されるお金 

地方譲与税 
５億1,639万円 

議会費 
２億6,429万円 
市議会の活動・運営の 
ためのお金 

0.05％ 

労働費 3,448万円 
失業対策や勤労者の福利厚生 
のためのお金 

構成比 
28.0％ 

構成比 
28.0％ 
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人件費、定額給付金、合併関
連、選挙経費は減少しました
が、将来への備えとして公有
財産購入や積み立ての増額を
行ったため、前年度よりも
13億1,100万円増えました。 

子ども手当の財源として13
億6,952万円、生活保護費
の財源として４億7,753万
円増加しました。 

子ども手当24億1,903万円
を支給しました。 

高時小学校改築６億5,922
万円、神照小学校整備５億
3,756万円、びわ中学校整
備１億1,825万円、神照幼
稚園整備２億1,009万円、
新学校給食センター整備
8,069万円などを行いました。 

健全財政への取組みとして、
市債21億6,327万円を繰り
上げて返済しました。 

個人市民税は前年度に比べて
６億1,861万円減少しまし
たが、企業収益の改善により、
法人市民税は17億4,872万
円増加しました。 

決算規模は、歳入657.5億
円、歳出650.5億円となり、
繰り越し財源1.8億円を除
いた後の実質収支は5.1億
円の黒字となりました。 

繰越財源 
１億8,294万円 

実質収支 
５億1,220万円 

一般会計
※歳入・歳出とは…地方公共団体の
一会計年度における収入・支出


